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高度情報化がもたらした社会現象？ 

“外堀”のない城に住む現代経営者 
◇◆◇ 保険会社の支社長の“証言”がヒントになった！ ◇◆◇ 

  

 
 

 経営トップが自社事業に対し、社会的責任を負う

のは当然とのことだと言えますが、昨今の風潮では、

その“トップ責任追及”が厳し過ぎると感じないで

はいられません。 
 その“責任追及”強化の背景には、いったい何が

あるのでしょうか。その背景を探ってみると、ちょ

っと意外な現実が見えてくるとともに、対処の方向

性も浮かび上がるようなのです。 

  

 


